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まえがき

本邦に分布する肺吸虫 (Paragonimus属）の種類は，

従来ウェステルマン肺吸虫〔Paragoniniuswestermanz 

(Kerbert, 1878) Braun, 189釘1種類のみと考えられて

いたが，その後の研究によつて，本種以外にさらに数種

の肺吸虫の分布していることが明らかにされている

すなわち宮崎(1939)は，ベンケイガニ Sesarmainte仁

mediaおよびクロベンケイ Sesarmadehaaniの体内に

ウェステルマン肺吸虫のメタセルカリアに類似した小型

のメタセルカリアの寄生を認め，動物実験の結果，本虫

を大平肺吸虫 (Paragonimusohirai Miyazaki, 1939)と

命名，報告したその後さらに宮崎(1944)は，同じクロ

ベンケイの体内から，大平肺吸虫とは別種のメタセルカ

リアを見いだし，小型大平肺吸虫と命名したが，後に

本虫は恰楽村肺吸虫 (Paragonimusiloktsuenensis Chen, 

1940)と同種であることを明らかにしている最近加茂

ら (1961) は，サワガニ Potamondehaaniからウェス

テルマン肺吸虫メタセルカリアの他に， これとは多少

形態の異なったメタセルカリアをみいだし，宮崎肺吸虫

(Paragonimus miyazakii Kamo, Nishida, Hatsushika 

& Tomimura, 1961)と命名，報告しているが， その発

育史については末だ充分解明されていない．以上述べた

ごとく，本邦には現在これら 4種類の肺吸虫の分布が明

らかにされているが，このうち，人体寄生が認められて

いるのはウェステルマン肺吸虫のみである

肺吸虫の終宿主体内移行経路，特にウェステルマン肺

吸虫の移行経路については，古くは大谷 (1887-1888),

山極(1890),桂田ら (1899)により，本症患者の剖検所見

に基いて種々の見解が報告されているが，動物実験によ

つてこれを最初に明らかにしたのは横川（定） (1915)であ

る．氏は多数の犬，猫を用いて検討し，摂取されたメタ

セルカリアは小腸で脱褒，脱嚢幼虫は小腸壁を穿通して

腹腔に移行するが，腹腔に移行した幼虫は 5日-7日後

には横隔膜を穿通して胸腔に至り肺臓に侵入し， 20日貼

後のものには虫褒が形成せられ，虫巖内には通常 2虫が

同棲しており，約70日で虫体成熟が認められることを明

らかにした氏の報告はさらに安藤(1916), 中川 (1916)

により追試承認せられ，本種肺吸虫の終宿主体内移行経

路は一応基本的に解明されるに至った．最近，横川（宗）

ら(1957, 1959, 1961)は， Lewert& Lee (1954)が住血

吸虫セルカリアや他種寄生線虫類仔虫の経皮侵入機転の

解明に用いた Evans-blue法を肺吸虫幼虫の検索に試み

た所，腹壁筋肉，腸管壁などの幼虫の穿入あるいは穿通

部位が Evans-blueに濃青染され，その部に粟粒大の着

色斑点が認められることを明らかにし，本法を用いて検

討した結果，従来の本虫の移行経路では知られていなか

った腹壁筋肉内侵入期のあること，また腹壁筋肉内に侵

入した幼虫は，好適宿主では間もなく腹腔に再移行する

が，非好遮宿主ではさらに腰筋，大腿筋，脊筋などの筋

間組織に移行し，この部において殆んど発育することな

く長期にわたつて棲息がみられ，終宿主の種類によつて

もその移行経路に著しい差異の認められることを明らか

にした

大平肺吸虫の終宿主体内移行経路は，宮崎 (1939,

1940, 1946), 冨田 (1956)によって報告されているす

なわち宮崎によれば，本虫の好適宿主であるラット体内

移行経路は，ウェステルマン肺吸虫と同様で，腸管壁を

穿通して腹腔に移行し，横隔膜を貫いて胸腔に到り肺臓

に侵入するものであるが，時には異常な方向に進み異所

寄生を営むものもあるとし，本虫の成熟の認められる

のはメタセルカリア投与後 26日-27日頃， また虫裏が

形成されるのは試食後 30日頃からであったと述べてい

る． 冨田もラット体内における本虫の移行経路を検討
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し，腹腔に移行した幼虫の一部は肝臓に侵入，その部に

一定時日寄生した後，横隔膜を経て胸腔に移行，肺肋膜

より肺臓に侵入して虫嚢を形成するが，その時期はメタ

セノレカリア投与後20日～30日で、あったと報じている．

上述した両氏の報告より大平肺吸虫のラット体内移行

経路の概要を知ることができるが，その詳細に関しては

なお不明の点も少なくない．著者は今回 150匹のラット

に本虫の感染実験を試み， Evans-blue法を併用してそ

の移行経路を検討し，いささか興味ある知見がえられた

ので報告する

実験材料および実験方法

大平肺吸虫メタセノレカリアは，兵庫県円山川産のクロ

ベンケイの肝臓より分離採集したものを，またラットは，

教室で飼育した体重 100g～150 gの成熟した健康なも

のを用いた．なお本実験では，メタセノレカリア投与後，

剖検までの経過日・時間数により 30分から 35日に至る

15剖検群に区分し，各剖検群とも 10匹（雌雄各5匹），

総数150匹（雌雄各75匹）のラットを使用した感染方

法は，ラットを前夜から絶食せしめ，採集直後の充分に

成熟してν、ると思われるメタセノレカリアを 20コ宛，毛

細ピペットを用いて，少量の水とともにラットの口腔内

深く注入した メタセノレカリア投与後 30分， 1時間，

3時間， 6時間， 12時間， 24時間， 2日， 4日， 7 

日， 10日， 14日， 21日， 25日， 28日および35日自に

剖検して虫体を検索した．なお本種肺吸虫メタセノレカリ

ア20コ宛の投与では， 35日までの期聞に死亡したラッ

トは認められなかった．

剖検に際しては全例に Evans-blue法を実施した．す

なわちラットをエーテノレで、麻酔し， 1側の鼠陵部に小切

開を加え股静脈を露出した後， 0.3% Evans-blue注射

液（第一製薬）を 1.0cc～1. 5 cc/100 g （ラット体重）の割

合に，露出した股静脈より除々に注入， 15分後に剖検し

た.Evans-blueの注射によりラットの皮膚および粘膜

は急速に青染するが，同時に体内の各組織および臓器も

一様に淡青色を呈し，この際，組織内の虫体穿入部位あ

るいは短時間後であれば虫体の穿通部位にも，本色素に

濃青染した粟粒大の着色斑点が出現し，それらは肉眼で

も明瞭に認めることができる．なお本法の実施に際し留

意すべきことは， Evans-blueの注射量が多すぎた場合

には，ラットの組織および臓器も強く濃青染し，そのた

め青色斑点の検出が困難となるので，注射量はあらかじ

め検討しておく必要があり，このことは腸管壁の青色斑

点、を検索する場合，特に必要である． また血液も本色

素によって濃青染されるため，剖検の際に腹腔あるいは

胸腔に出血をきたすときは，遊離虫体の検出が著しく困

難となるので，頚部の血管を切断して充分に潟血した

後，剖検を行なった方がよい．これらの諸点を考慮しな

がらラットを殺した後，開腹，開胸し，腹腔および胸腔

を生理的食塩水で、充分に洗H！氏双眼実体顕微鏡を用いて

洗糠液中の遊離虫体を検索し，また腸管，腹壁その他の

臓器は，先ず肉眼的に Evans-blueによる青色斑点の有

無を確かめ，青色斑点、の認められた部位は 2枚のガラス

板で圧平しながら，鏡下に穿入虫体の有無を確かめた

なお肝臓などの実質臓器では，虫体が穿入している場合

でも青色斑点を認め難いので，これらの臓器はメスで細

切し，ガラス板で庄平しながら鏡下に穿入虫体を精査し

tr... 

実験成績

メタセノレカリア投与後， 30分から 35日に至る期間の

ラットの雌雄別ならびに各剖検群別の虫体検出成績を第

1表に，またラット体内各部における虫体検出成績を第

2表および第1図に示した． 以下順次，各剖検群毎に

これらの実験成績を記述するが，第 1表にみられるごと

く，ラットの雌雄別虫体検出成績では両者の聞に著し

い差異が認められなかったので，これらに関する個々の

実験成績の記述は省略した． また Evans-blue法を用い

て，虫体の組織内穿入あるいは穿通部位を検討した結果，

メタセリカリア投与後 1時間から 6時間までのラットの

小腸壁には，脱嚢幼虫の腸管壁穿通部位に一致して，

Evans-blueによる青色斑点がみられ，それらの出現部

位を第2図に示したが，その成績についても併せて報告

する

(1) 30分剖検群

本剖検群のラットには， Evans-blueによる青色斑点

は，腸管壁をはじめ，まだいずれの部位にも認められず，

腹腔移行虫体および腸管壁穿入虫体も検出されていな

い． したがって，投与したメタセノレカリアの脱嚢の有無

を検討するため，胃および腸管の内腔を，生理的食塩水

で洗糠して精査した．その結果，洗糠液から脱嚢幼虫は

みいだされなかったが， 10匹のラットの胃の内腔から

総数37コ， 小腸上部から総数6コのメタセノレカリアが

えられた．これらはいずれも，完全な被嚢を有してお

り，嚢内には，活楼に運動している幼虫が認められ

た．なお腸管から少数のメタセノレカリアがみいだされた

他は，脱嚢幼虫を検出することができなかったが，これ

は本種肺吸虫メタセノレカリアおよび、脱嚢幼虫が小型で、あ

( 58 ) 
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るため，それらの検出が著しく困難であつたことにも基

因していると考えられ，この結果から直ちに本剖検群で

は末だ脱褒がみられなかったとすることはできない．

(2) 1時間剖検群

本剖検群で，はじめて腹腔から幼虫が検出せられ，小

腸壁にも Evans-blueによる青色斑点が認められた．す

なわち 10匹のラットの腹腔から総数52虫（本剖検群に

おける投与メタセルカリア総数の 26.0%)の遊離虫体

と，第 2図に示したごとく 46コの Evans-blue による

青色斑点が，主として十二指腸起始部より 40cmに至る

十二指腸起袷0 10 20 30 40 so 60 0り80 の I卯 710 
部か5の距離 ， 、

剖
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検 l叩間

時
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第 2図 Evans-blue法による脱艇幼虫のラット小腸壁

穿通部位

小腸壁に認められた．なお胃および腸管壁には，穿入虫

体は認められなかったが， 10匹中 2匹のラットの胃の内

腔から，総数 3コの完全な被嚢を有する未脱嚢メタセル

カリアがみいだされた．

(3) 3時間剖検群

本剖検群では， 113虫（投与メタセルカリア総数の

56.5 %)が，いずれも腹腔から遊離の状態で検出せられ，

また小腸壁には 52コの Evans-blueによる青色斑点が認

められた これらの青色斑点は，第 2図に示したごと

く，十二指腸起始部より約 20cmの部から，未端に至る

小腸壁にほぼ均等に分布しているが， 1時間剖検群にお

いて，多数の青色斑点が認められた小腸上部には殆んど

みられず，また青色斑点数は検出虫体数に比較して少数

であったこのことは，腸管壁穿通局所の Evans-blue

による染色性は虫体穿通後，比較的短時間で消失するた

めであろうと考えられるなお本群でも腸管壁穿入虫体

は検出されておらず，また小腸壁以外の部位には青色斑

点は認められなかった．

(4) 6時間剖検群

本剖検群では， 134虫（投与 メタセルカリア総数の

67 .0 %)が腹腔から遊離の状態で検出せられ，また第 2

図に示したごとく，小腸下部に 27コの Evans-blueによ

る青色斑点が認められたが，これらは前 2群のものに比

較すると，色調が淡く不鮮明なものが多かつた．なお 6

時間以後の各剖検群の虫体検出率は，前 2群にみられた

ごとき増加の傾向はみられず，ほぼ一定しており，メタセ

ルカリア投与後 6時間で脱嚢幼虫の腹腔移行は完了する

ものと推察されるまた本剖検群においても腸管壁穿入

虫体は検出されておらず，小腸壁以外の部位には Evans-

blueによる青色斑点はみいだされていない．

(5) 12時間-7日剖検群

メタセルカリア投与後 12時間より 7日に至る各剖検

群では， 6時間までのものと同様，虫体はいずれも腹腔

から遊離の状態で検出されたが， Evans-blueによる青色

斑点は，小腸壁をはじめいずれの部位にも認められなか

った．検出虫体総数はそれぞれ 12時間剖検群 130虫（投

与メタセルカリア総数の 65.0%) , 24時間剖検群 133虫

(66.5%), 2日剖検群 139虫(68.5%) , 4日剖検群 128

虫(64.0%) , 7日剖検群 132虫(66.0%)であった．

(6) 10日剖検群

本剖検群における検出虫体総数は 131虫（投与メタセ

ルカリア総数の 65.5%)であつた．そのうち 92虫（検出

虫体総数の 70.2%)は腹腔遊離虫体で，肝臓の周辺に多

数にみられ，一部は肝臓下面あるいは葉間に吸着して

をり，また 10匹中 8匹のラットに 2虫-9虫総数 39虫

（検出虫体総数の 29.8%)の肝臓内穿入虫体が検出せら

れた以上の所見から本虫は腹腔に移行後，腹腔内面を

移動して肝臓周辺に集まり， 10日目頃から漸次肝臓に穿

入するものと推察される

(7). 14日剖検群

本剖検群では検出虫体総数は 129虫（投与メタセルカ

リア総数の 64.5%)であった．そのうち 31虫（検出虫体

総数の 24.0%)は腹腔遊離虫体で肝臓の周辺，特に肝臓

の下面および葉間に多数にみられたが，さらに肝臓横隔

膜面にも移行虫体がみいだされた．肝臓内には 95虫

（検出虫体総数の 73.6%)の穿入虫体が， また 10匹中

2匹のラットには計 3虫の胸腔遊離虫体がはじめてみい

だされた．

すなわち，本群では，肝臓内穿入虫体数の増加が著明

で，検出虫体総数の 73.6%にも達してをり，個々のラ

ットからは 6虫-15虫の肝臓内穿入虫体が検出せられ，

中には検出虫体のすべてが肝臓内に認められたものもあ

ったこれらの穿入虫体の一部のものは肝臓の横隔膜面

直下に達しており，表面から虫体が透見せられ，さらに
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肝臓から横隔膜面に離脱しつつある虫体も認められた．

肝臓には虫体の移動に伴う多数の虫道がみられたが，こ

れらは短時日で修復されるもののごとくで，修復された

部は肉眼的に虫道を認め難くなるため，その走行は必ず

しも明瞭ではないが，肝臓の下面あるいは葉間から，深

郭の虫体存在部位までの虫道あるいは，肝臓横隔膜面直

下の虫体では，深部からその部に至る虫道がそれぞれ比

較的明瞭に認められたものもあつた．

(8) 21日剖

本剖検群における検出虫体総数は 135虫（投与メタセ

ルカリア総数の 67.5 %)で，腹腔から 112虫（検出虫体

総数の 83.0%) , 胸腔から 23虫(17.0%)がそれぞれ検

出されている腹腔からの 112虫のうち， 44虫（検出虫

体総数の 32.6%)は腹腔遊離虫体で，肝臓の下面，葉間

の他，肝臓横隔膜面にも多数の移行虫体がみられ，また

肝臓内には 68虫(50.4%)の穿入虫体が認められた，胸

腔からは 18虫（検出虫体総数の 13.3 %)の遊離虫体と 5

虫(3.7%) の肺臓内穿入虫体がみいだされ，肺臓内にみ

られた 5虫のうち 2虫は，虫嚢内に認められた．

本剖検群における肝臓内穿入虫体の移行状況は，前群

と同様であるが，肝臓横隔膜面には前群に較べてさらに

多数の移行虫体がみられ，また肝臓横隔膜面には，虫体

が肝臓から離脱したあとと思われる斑痕が多数認められ

た前群ならびに本群の肝臓の所見から，本虫では，多

数の虫体が肝臓の下面あるいは葉間から侵入，これを穿

通して，肝臓横隔膜面に離脱するものと推察される．

(9) 25日剖検群

本剖検群における検出虫体総数は 124虫（投与メタセ

ルカリア総数の 62.0%)で，腹腔から 64虫（検出虫体総

数の 51.6%)胸腔から 60虫 (48.4%)が検出されてい

る腹腔からの 64虫のうち， 30虫（検出虫体総数の

24.2 %)は腹腔遊離虫体で， 主として肝臓横隔膜面に，

一部は肝臓の下面および葉間にみられ， 34虫 (27.4 %) 

は肝臓内に検出されている また胸腔からの 60虫のう

ち， 41虫（検出虫体総数の 33.1%)は胸腔遊離の状態で，

19虫(15.3%)は虫艇内にみいだされたなお本群では，

胸腔遊離虫体は，しばしば葉間に認められ，その部に数

虫が蜻集し，肋膜面に吸着しており，中には吸着した部

の肋膜面から肺臓の実質に向つて侵入を試みているもの

も認められた．肺臓には 10匹中 6匹のラットに 7:::z (右

肺4コ左肺 3コ）の虫巖がみられ，虫麗内には 2虫-4

虫の同棲が認められた．

(10) 28日剖検群

6 ー

本剖検群における検出虫体総数は 128虫（投与メタセ

ルカリア総数の 64.0%)で，腹腔から 40虫（検出虫体総

数の 31.2%)胸腔から 88虫 (68.8%)が検出されてい

る．腹腔からの 40虫のうち，21虫（検出虫体総数の 16.4

％）は腹腔遊離虫体で殆んどが肝臓横隔膜面に， 19虫

(14.8 %)が肝臓内にみられた．胸腔からの 88虫のうち

32虫（検出虫体総数の 25.0%)は胸腔遊離虫体， 56虫

(43_3 %)は虫羮内虫体であつた． 肺臓には総数22コ

（右肺 13コ左肺 9コ）の虫嚢がみられたが， 一部のもの

は隣接せる 2-3コが融合し， 大型の融合性虫嚢を形成

しており，虫嚢内には 2虫-8虫がみられたなおこの

時期の検出虫体の約半数のものに成熟が認められたが，

成熟虫体と移行部位との間には密接な関連はみられず，

いずれの部位のものにも成熟虫体および未成熟虫体が混

在してみいだされた．

(11) 35日剖検群

本剖検群における検出虫体総数は 126虫（投与メタセ

ルカリア総数の 63.0%)で，そのうち 121虫（検出虫体

総数の 96.0%)が胸腔から検出せられ，しかもその 87.6

％の 106虫（検出虫体総数の 63.0%)が虫嚢内にみいだ

されているが，腹腔からは肝臓横隔膜面に 3虫の遊離虫

体と，肝臓内に形成された虫褒内に 2虫計 5虫がみいだ

されているにすぎない．肺臓には総計27コ（右 15コ左

12コ）の虫嚢がみられたが，大部分は融合性虫羮であ

り， 1コの虫誕内に 10虫もの虫体がみいだされたもの

もあった．これtの実験結果から，本虫では，メタセル

カリア投与後 5週間で胸腔移行を完了し，本虫の好寄生

部位である肺臓に虫褒を形成して定着するものと考えら

れる．なお本剖検群では検出された全虫体に成熟が認め

られた．

考察

大平肺吸虫のラット体内における虫体移行の状況は上

述したごとくであるが，以下これらの実験成績に基ずい

て本虫の移行経路を検討するとともに，すでに明らかに

されているウェステルマン肺吸虫のそれと比較考察し

たい．

(1)脱謳幼虫の腸管壁穿通部位と腹腔移行時間につい

て

上述した実験成績から明らかであるごとく，大平肺吸

虫では，メタセルカリア投与 1時間後に，はじめて虫体

の腹腔移行がみられ， 1時間から 6時間までのラットの

小腸壁には，虫体の腸管壁穿通部位に一致して， Evans-

blueによる青色斑点の出現が認められた． すなわちメ
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タセノレカリア投与後 1時間のものには， 小腸の上部に

46コの Evans-blueによる青色斑点と 52虫（投与メタ

セノレカリア総数の 26.0%）の腹腔移行幼虫が， 3時間剖

検群では小腸の中部～下部に 52コの青色斑点と 121虫

(60.5 %）の腹腔移行幼虫が，また 6時間音iJ検群で、は小腸

下部に 27コの青色斑点と 134虫（67.0 %）の腹腔移行幼

虫がそれぞれ検出せられ， 6時間までの各剖検群では，

腹腔移行虫体数の増加の傾向が著明であったが， 6時間

以後の各剖検群の虫体検出率は，投与メタセノレカリア総

数の 62.0%～69.5 %とほぼ一定した値を示しており，

著しい増減はみられなかった．以上の実験結果から本種

肺吸虫脱嚢幼虫は，メタセノレカリア投与後 1時間から 6

時間の聞に，小腸の起始部から末端までの全長で腸管壁

を穿通，腹腔に移行するものと考えられる

これに対して，ウェステノレマン肺吸虫では，横J11 （宗）

ら（1959, 1961）によればメタセノレカリア投与後 30分

で，すで、に小腸壁に Evans-blueによる青色斑点と腹腔

移行虫体が検出されており，大平肺吸虫では，虫体の腹

腔移行が認められるまでにやや時間を要している．その

理由は明らかではないが，メタセノレカリアの脱嚢時間，

脱嚢幼虫の腸管内移動速度および組織穿入能力等の諸因

子が考えられる．ウェステノレマン肺吸虫の脱嚢について

は，古くから多数諸氏により検討されているが，最近，

大島（1956, 1958）はメタセリカリアの脱嚢機転を詳細

に検討した結果， メジウムの温度および pHが重要な

因子であることを明らかにし， pH8.0～8.5の Tyrode

液中で 40°C に保っときは， 3～4時間以内に 50%が

脱嚢を完了すること，また温度， pHの他，胆汁酸にも

脱嚢促進作用の認められることを明らかにし， 0.1%デ

ゾキシコーノレ酸ソーダ中では， 40°Cで30分以内に 100

%にそれぞれ脱嚢がみられたと報告している．大平肺吸

虫メタセノレカリアについて米良（1956）は， 27 .5°C以上

の温度であれば，水道水中で、も脱嚢が可能で， 37°Cの

水道水中では 30分～1時間で脱嚢がみられ， ウェステ

ノレマン肺吸虫に比して著しく容易で、あったと報じてい

る．これらの仇 τ；itroの実験結果から，直ちに生体内

における両者の脱嚢の難易を判断することはできない

が，大平肺吸虫の被嚢は，ウェステノレマン肺吸虫のそれ

よりも，はるかに葬薄かつ繊弱で、あり，メタセノレカリア

を分離する際，機械的な刺激によって容易に被嚢が破

れ，脱嚢がみられることは，しばしば経験される所であ

り，生体内において，大平肺吸虫メタセノレカリアがウェ

ステノレマン肺吸虫のそれよりも脱嚢し難いとは考えられ

ず，幼虫の大きさ等の点からも，むしろ脱嚢幼虫の移動

速度あるいは組織穿入能力の差異によるものと考えるの

が妥当で、あろう．これらの点については本実験からは充

分明らかでなく，今後さらに検討が必要であるが，本種

肺吸虫の特性として興味ある問題である

なお腸管壁および腸管腔からの穿入虫体あるいは脱嚢

幼虫の検索は，極めて困難であって，本実験では，各剖

検群とも，それらの部位から虫体を検出することができ

なかった．したがって投与したメタセルカリアの脱嚢部

位およびそれに要する時間は明らかでないが， Evans-

blue による青色斑点の出現部位等から推察して，本虫

の場合もワェステノレマン肺吸虫と同様，脱嚢は小腸で、行

なわれるものと考えられる

(2）腹腔における虫体の移行状況について

腹腔に移行した大平肺吸虫幼虫は， 7日までの各剖

検群では，すべて腹腔遊離の状態で検出されており，

Evans-blue法を併用して検討した結果からも，腹壁，腰

筋・大腿筋・背筋などの深部筋肉内，あるいは肝臓を除

く腹腔内諸臓器元の虫体の侵入は認められていない．こ

れらの腹腔移行幼虫は，腹腔の内面を移動して漸次，肝

臓の周辺に集まり， メタセノレカリア投与後 10日目頃か

ら，肝臓の下面あるいは葉間より肝臓に侵入しはじめる

が，肝臓内穿入虫体数は， 14日剖検群では，検出虫体総

数の 73.6%にも達しており， またこの時期のラットに

は，検出虫体のすべてが肝臓にみいだされたものもあ

り，本虫では腹腔移行虫体の殆んどが肝臓に侵入するも

のと考えられる

肝臓内におけるこれら穿入虫体の移行については，従

来考えられていたごとき，肝臓穿入後，再び腹腔に戻

り，肝臓の表面あるいは腹壁に沿って横隔膜に移行する

という経路の他に，さらに肝臓を穿通して横隔膜に向う

新しい経路が認められた． すなわち 10日以後の各剖検

群では，虫体は肝臓の下面あるいは葉聞から侵入，肝臓

横隔膜面直下に迄移行し，さらにこの部から肝臓横隔膜

面に穿通離脱するものが多数みられており，それらの虫

体の虫道の走行，あるいは肝臓横隔膜面における移行虫

体数の増加の傾向などから，本虫では肝臓穿入虫体の多

数のものは，さらにこれを穿通して横隔膜面に移行する

ものであることを明らかにすることが出来た．

ウェステノレマン肺吸虫の腹腔移行経路について横川

（宗）ら（1959, 1961）は，腹腔に移行した幼虫は間もなく

腹壁筋肉内に侵入し，好適宿主である仔猫では約 1週

間，非好適宿主のラットでは約 2週間，虫体はその部に
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とどまつて一定の発育を遂げた後，仔猫では再び腹腔に

移行するが，ラットでは腹壁筋肉内穿入虫体の大半のも

のはさらに深部の腰筋，大腿筋，背筋等の筋間組織内に

移行し，その部において殆んど発育することなく長期に

わたつて棲息しており，好適宿主と非好適宿主とでは，

その移行経路を著しく異にしていること，また肝臓内穿

入虫体も認められたが，その数は少なく，腹壁筋肉内に

おけるがごとき虫体の発育は肝臓では認められffかつた

ことから，本虫が腹腔から胸腔に移行する際に偶然に侵

入したものであり，虫体の発育には本質的な意義は認め

難いとしてをり，ウェステルマン肺吸虫では腹壁筋肉内

侵入経路が好適および非好適宿主のいずれにも認めら

れ，また肝臓には幼虫が腹腔から胸腔に移行する際，偶

然に侵入することがあるが常道とは考えられないとされ

ている これに対して大平肺吸虫では，上述したごと

く，腹壁筋肉内への移行は全然みられず，いずれも腹腔

遊離の状態で肝臓周辺に移動した後，殆んどすべての虫

体が肝臓に侵入，さらにこれを穿通して肝臓横隔膜面に

移行するものと考えられ，両者の間には本質的な差異が

認められた．なお本虫の肝臓内穿入に関しては，虫体の

発育の面からも，第 2篇でさらに検討を加えたい．

(3)胸腔における虫体の移行状況について

本虫の胸腔移行は， メタセルカリア投与後 14日目の

ものにはじめて認められた． すなわち 14日剖検群では

検出虫体総数の 1.4%に胸腔移行がみられ， さらに 21

日剖検群では 17.0,%, 25日剖検群では 47.6%,28日

剖検群では 68.8%と次第にその数を増し， 35日剖検

群では検出虫体総数の 96.0%にも達しており，本虫の

胸腔移行の完了が認められた．胸腔に移行した虫体は，

21日目頃から漸次，肺臓に侵入し，虫嚢を形成，虫褒内

に同棲がみられ， 35日剖検群では検出虫体総数の 84.1

％が虫嚢内にみいだされている．虫体の肺臓内侵入部位

として，冨田 (1956)は，肺の葉間肋膜を挙げているが，

本実験においても， 25日剖検群のラットでは葉間肋膜に

虫体が蜻集し，その部の肋膜に侵入を試みているものが

多数認められたまた横川（宗） (1961)によればウェステ

ルマン肺吸虫では，胸腔から肺臓実質に向つて，移行し

た幼虫は，一旦，胸壁の筋肉内に侵入した後，再び胸腔

に移行するもののあることが明らかにされているが，大

平肺吸虫では虫体の胸壁筋肉内侵入はみられず，胸腔移

行後はしばらく胸腔内に遊離の状態でとどまつた後，肺

に侵入するもののごとくである．

なお本実験でみいだされた虫嚢は， 28日以後のもの
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では，その殆んどが融合性虫艇であつて，その数は第 2

表に示したごとくであり，いずれの剖検群にも左右間に

著しい差異はみられなかつた． これらの融合性虫襄に

は，融合前の個々の虫襄の原形はもはや認められず，融

合前の左右肺の虫褒数を比較することはできないが，し

かしながら虫嚢内虫体数は， 25日剖検群では右肺 11虫，

左肺 8虫， 28日剖検群右肺 30虫， 左肺 26虫， 35日剖

検右肺 58虫左肺48虫で，右肺にやや多く，これらの虫

体検出状況から，融合前には，虫嚢は右肺に多数に形成

されていたものと推察されるが，本実験のごとく，多数

のメタセルカリアを投与した場合には，左右の差異は余

り著明ではなかつた．

(4)大平肺吸虫のラット体内移行経路の要約

上述した実験結果に基ずいて，本虫のラット体内移行

メタセルカリア＿脱痰

（小腸）

脱嚢幼虫――→ 腸管壁穿通一~ 腹腔移行

（小腸全長） (1時間-6時間後）

成虫

(28日以後） 腹ごご亨〗
虫撒形成←――肺臓内侵入←~胸腔移行一棋隔膜穿通
(21日以後） (21日以後） (14日以後）

,8 

第 3図 大平肺吸虫のラット体内移行経路

経路を要約してみると，凡そ第 3表に示したごとくであ

る．ずなわち投与したメタセルカリアは小腸で脱嚢し，

投与後 1時間から 6時間の間に小腸壁を穿通，腹腔に移

行する腹腔に移行した幼虫は，腹腔の内面を上向し，

漸次，肝臓周辺に集まるが，その間，ウェステルマン肺

吸虫におけるがごとき，虫体の腹壁筋肉内，あるいはさ

らに腰筋，大腿筋，背筋などの深部の筋肉内への移行は

全く認められなかつた．肝臓周辺に移行した虫体は， 10

日目頃から，漸次，肝臓に侵入しはじめ，その数は 14

日剖検群では検出虫体総数の 70%以上にも達しており，

肝臓に認められる虫道の走行および虫体の検出状況など

から推察して，これら肝臓内穿入虫体は，これを穿通し

て肝臓横隔膜面に移行するのが常道であると考えられ

る．肝臓横隔膜面に達した虫体は，横隔膜を穿通して，

14日目頃から次第に胸腔に移行しはじめ， 35日で胸腔

移行の完了が認められた．また胸腔に移行した虫体は，

(63) 
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21日目頃から肺臓に侵入して虫義を形成しはじめ， 35 

日では検出虫体総数の 80%以上が虫褒内に認められて

いる虫体の成熟は 28日目のものでは約半数に， 35日

では検出虫体のすべてに認められたが，本虫ではウェス

テルマン肺吸虫と異なり，虫喪内虫体のみでなく，腹腔

あるいは胸腔遊離のものにも一様に成熟が認められた．

以上の成績から総じて，大平肺吸虫では腹壁筋肉侵入

期が認められないが虫体の肝臓内穿入が著明であつて，

しかもこれを穿通するのが常道であると考えられ，ウェ

ステルマン肺吸虫とはその移行経路を著しく異にしてい

ることが明らかにされた．

むすび

ラットに大平肺吸虫メタセルカリアを経口投与し，

Evans-blue法を用いて，投与後 30分から 35日に至る

期間のラット体内における本虫の移行状況を継時的に検

討し，次のような結果がえられた．

1) メタセルカリアは小腸で脱嚢，小腸の全長で腸管

壁を穿通して腹腔に移行する脱嚢幼虫の腹腔移行はメ

タセルカリア投与 1時間後にはじまり， 6時間で完了が

認められた

2) 腹腔に移行した虫体は，腹腔内面を上向して，肝

臓周辺に移行し， 10日目頃から，漸次，肝臓に侵入， 14

日目のものでは検出虫体総数の 73.6%が肝臓内に認め

られたなお肝臓における虫体の検出部位，および虫道

の走行などから，穿入虫体は，肝臓を穿通して，肝臓横

隔膜面に移行するのが，常道のごとく思われる．

3) 虫体の胸腔移行は後 14日目よりはじまり， 35日

でその移行を完了する胸腔移行虫体は 21日目頃より

肺臓に侵入， 虫褒を形成し， 35日のものでは検出虫体

総数の 84.1%が虫襄内に認められた．

4) 本虫では，肝臓および肺臓以外には，腹壁筋肉そ

の他の組織あるいは臓器への虫体の移行は認められなか

った．

5) 虫体の成熟は， メタセルカリア投与後 28日目の

ものでは検出虫体の約半数に， 35日では検出虫体のす

べてに認められたが，虫体の移行部位との関連は特にみ

られなかった．

6) メタセルカリア投与後， 6時間から 35I=! に至る

各時期の虫体検出率は，投与メタセルカリア総数の 63.0

%-69.5%であつて，ラットの雌雄による著しい差異は

認められなかつた．

以上要約すると，大平肺吸虫では，腹腔内に移行した

幼虫はそのまま上行して，肝臓に侵入，これを穿通して

横隔膜に達し，さらにこれを貫通して胸腔に移行，肺臓

内に侵入して虫嚢を形成するのが主なる移行経路であっ

て，ウェステルマン肺吸虫のそれとは著しい差異のある

ことを明らかにした．

稿を終るにのぞみ，終始御指悉と御校閲下さつた恩師
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STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF PARAGON/MUS OH/RAJ 

MIYAZAKI, 1939 IN THE FINAL HOSTS 

I. THE ROUTE OF THE MIGRATION OF THE LARVAE 

OF P. OH/RA! IN RATS 

TOSH旧IKO OKURA 

(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba Un切ersity,Chiba) 

The course of infection and migration of Paragonimus ohirai was studied in rats with 

Evans-blue technique to make it _easier to find the lesions and recover the worms. Rats were 

given 20 metacercariae each. 10 rats in each group were sacrificed and examined periodically 

frorn. 30 minutes to 35 days after infection. 

The results obtained are as follows, 

1) No Evans-blue spots or larvae penetrating in the intestinal wall were found 30 minu-

ites after infection. However, Evans-blue spots were found on the wall of the small intestine 

and excysted larvae were recovered in the abdominal cavity 1 hour after infection. During the 

period from 1 hour to 6 hours after infection,、numberof the larvae recovered from the abdominal 

cavity increased with the times, but not increased thereafter. Accordingly, it seems that the 

migration of the larvae into the abdominal cavity began 1 hour after infection and finished 

within 6 hours. 

2) Larvae appeared in the abdominal cavity migrate ;p-ward to the liver without penetra-

tion into abdominal wall as seen in P. westermani, and began to penetrate into the. liver 10 

days after infection. More than 70% of the worms recovered were found in the liver 14 days 

after infection, and some of them were found on the diaphragmatic S'tlrface of the liver. It 

seems possible that most of all these worms penetrate through the liver and reach to the 

diaphragmatic surface of the liver gradually. 

3) The worms began to appear in the pleural cavity 14 day aft~r infection. Worms 

migrated into pleural cavity began to form the worm cys・t in the lungs 21 days after infection. 

More than 80% of the worms recovered were found in the worm cysts 35 days after infection. 

4) Half number of the worms recovered not only in the worm cysts of the lungs but in 

the other places were mature ones 28 days after infection, and all of the worms recovered in 

every places w~re mature 35 days after infection. It seems possible tha the worms of P. ohirai 

come to maturity not only in the lungs but in the other places unlike these of P. westennani. 

5) In this experiments using the Evans-blue technique more than 60% of the metacer-

cariae given were recovered during the period from 6 hours up to 35 days after infection. 
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